
●＜西宮本校、ラストイヤー＞
2024年4月の時点でTOB塾西宮本校に所属してい

る塾生は16人。今年でできるだけスムーズな次のス
テップへの接続ができることを目指しながら進めて
きますが、あと1年で次のステップまでたどり着けな
さそうな塾生もいるので、その先の関わり方も探り
ながら進めていきます。

貸借対照表（2024年3月31日現在） ［税込］（単位：円）

活動計算書（自2023年4月1日 至2024年3月31日） ［税込］（単位：円）

会計報告

2024年度に向けて
●＜2025年度の奈良での活動を見据えて＞
来年度は2023年度とは逆に、西宮が週2日、奈良

が週3～4日となりますので、奈良で教育系の草の根
活動をされている方々ともお会いしたりしながら奈
良での活動の方向性を探っていきます。西宮とは不
登校や高校中退への捉え方が全然違っているような
ので、活動の方向性を見定めていきたいです。

一般社団法人new-look
〒663-8032 兵庫県西宮市高木西町14-6
TEL/FAX：0798-56-7139 mail：info@new-look.jp
Web：https://www.new-look.jp/

● 昨年の予測通り、当期は少し黒字の形で年
 度を終えることができました。しかし、こ
 の状況は職員減によるものであるため、全
 体の事業規模も減少しております。
 次年度は職員1名2拠点での活動は最後の年
 となります。2025年度は奈良1拠点となる
 予定のため、そのための準備を進めていき
 ます。● 代表メッセージ

通信制高校の定着と拡大に続き、各地で自治体によるフリースクールへの補助の流れが広がっており、ここ
数年の不登校に関する行政のサポートはますます広がっています。フリースクールも低学年向けであれば放課
後デイサービスなどの補助事業との抱き合わせ、ハイティーン向けだと通信制高校サポート校の併設など収入
面で別の軸を設置する形が定着してきています。new-lookとしては「単立」でどこまでのサポートができる
のかにこだわりつつ、進むべき道を探す1年となりました。
また、職員が山口1人体制になったことにより、月曜と木曜が奈良校、火曜水曜と金曜が西宮本校と各教室

開所日が限られる状態となりました。今後2校での活動を続けるためには、やはりもう1名の職員が必要となり
ますが、先に述べた状況の中でどう成り立たせるのかを探している状態が続いています。今年度、その方向の
1つとして地域の草の根活動の強化と安定を西宮のNPO法人3団体とともに探っていましたが、西宮市の方針
の転換により断念せざるを得ない状況となりました。new-lookとしては1職員2拠点の活動となると両地域と
もで成果が出せないことも痛感していることもあり、社会資源がまだ豊富な西宮からは2024年度末で転出し、
奈良での活動に一本化していくことにいたしました。奈良に注力することで、新たな方向性を探っていきます。

代表理事 山口真史
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メイン事業の報告

 高校中退者や不登校生などに対して、進学・就職など
次のライフステージへのサポートを学力・社会性・人間性の面から行
う個別学習塾。

● 塾生数
（西宮本校）塾生26人 （奈良校）塾生3人程度

[高等教育機関進学8人、高校進学4人]
[高卒認定取得7人]

● 今年度の進学先
大阪大学・大手前大学・関西国際大学・崇城大学・大手前短期大学・
産業技術短期大学２名・大阪医療技術学園専門学校
※特待生合格１名を含みます。
クラーク記念国際高等学校・神戸第一高等学校・西宮甲英高等学院・
兵庫県立西宮香風高等学校
※過年度生入学１名を含みます。

●今年度の動向－塾生の進路や属性の拡大
今年度は難関国立大学や航空操縦系大学、授業料免除の特待生合格、

全日制高校への過年度など、TOB塾では初めての進学先に進んだ塾生が
多かったです。また、不登校や高校中退の枠組み以外にも、全日制高校
を通いながらや転職試験対策のためなど色んな属性の方々の入塾があり
ました。行政のサポートが広がる中、別のニーズによってTOB塾の門を
叩いてくれる方々も増えています。
●奈良では無料で授業や相談を受けられえる体制も
奈良県宇陀市の方の助成金の申請が通ったことと、PACサポートの受

講者がいなかったこともあり、無料で通える体制が整えられました。

  孤立しがちな高校中退者や不登校生な
どに、自身のキャリアを考えて次の一歩を具体的に進める情報を届け
ることで、それぞれのキャリアを創るきっかけにしてもらえるように。

● 実績
総再生回数 約5.1万回（昨年度比 -2.5万回）
総再生時間 2,567.6時間（-1,823.8時間）
チャンネル登録 2,442人（ +181人）
動画追加本数 0本（-19本）
ライブ配信数 9本（-71本）
高評価率 100％（＋2.1%）

●今年度の動向－2拠点＋Web上の活動は難しいので優先順位をつけて
今年はTOB塾の現場の通常業務に労力を割いていたので、Youtube活

動はかなり縮小することとなりました。結果、動画とライブ合わせて前
年比-90本と配信・動画がかなり少ない状態となりました。
そんな中でも、ホームルーム的に高卒認定試験界隈の情報をお届けす

る「ライフアップナイト」を8回配信し、1時間45分の長尺配信の「基礎
の基礎から語る英語」の配信を行うことができました。高評価率を見て
も、new-lookにポジティブな印象を持ってくれている方のみしか見て頂
けていない状況なので、広く知ってもらえるよな発信を探ってきます。
●来年度に向けて－ポイントをおさえた配信を
来年度もYoutube活動をする余裕の少ない状況は変わらないと予想さ

れます。とはいえ、来年度から高卒認定の科目が少し変更になりますの
で、必要に応じて高認概論や各教科の試験対策ポイントなどの情報は更
新していければと考えています。

  高卒学歴を持たないひとり親家庭の親
の学びなおしにより高卒認定取得などをサポートすることで、より良
い条件への就職や転職などの選択肢を広げます。

●塾生数：受講生0人（2023年生）
●成果：問い合わせも0人
●今年度の動向－これまでと同じような広報では成果が上がらない

2022年生募集のときから感じていたことですが、X（旧twitter）上で
も、ひとり親で高卒認定を取得しようとする投稿が極めて少なくなりま
した。これは、コロナ以降急激な生活状況の悪化を物語っていると考え
られます。
こちらの変化としては、リアルでの活動に重きを置いたためYoutube

での配信量が減ってしまっていたことも、問い合わせがなかったことに
直接的に影響を及ぼしていたと思われます。また、別団体のサポート内
容では受講料が無料である他に、高認受験料まで補助してもらえると
謳っているものもあり、表面化しにくくなったニーズを奪い合っている
構図になっているのかもしれません。

■ TOBIT
学歴・経歴にとらわれずに人生を切り拓けるよう、若者の就労経験

とキャリア形成をサポート。転職希望の方がいらっしゃいましたが、
公務員試験の対策ということで、TOB塾での対応となりました。
■ ブルームーンラボ
夜の街で働く方の将来的なキャリア選択を広げるために、店舗等に

出張して高卒認定取得をサポート。奈良に徐々に活動範囲を移転させ
ていくため、難波や新大宮など近鉄奈良沿線の夜の街の状況調査など
をはじめていきたいです。

上記2事業はいずれも長らくの開店休業状態となっております。
2025年度からは13年目の心機一転として奈良での活動を進めていき
ます。new-lookではこれまでもその時に必要と思ったものを積極的
にやってきましたので、そのスタンスは変えずにやっていこうと思っ
ています。奈良に拠点を集中させることが決まったため、奈良での課
題を洗い出し、上記事業にこだわり過ぎず、動き出せる部分は少しず
つでも動いていけるようにしていきたいと思います。

外部向けの活動

【講演・ゲストスピーカー・自主イベントなど】
2023年
4月15日（土）H2Oサンタイベント＠梅田阪急本店
4月20日（木）関西学院大学経済学部チャペル 講話
5月2日（火）  奈良教育大学「キャリア形成と人権」ゲスト
5月13日（土）通信制高校・サポート校合同個別説明会＠西梅田
5月25日（木）関西学院大学大学院「学校教育学特殊講義」ゲスト
6月11日（日）通信制高校・サポート校合同個別説明会＠神戸三宮
7月1日（土）  四条畷学園保護者会 講演
7月12日（水）関西学院大学教育学部チャペル 講話
7月29日（土）通信制高校の制度や選び方の勉強会★
11月18日（土）通信制高校・サポート校合同個別説明会＠西梅田
2024年
1月28日（日）転校・留年・退学からの進路を考える会2024★
3月2日（土）  コネクションズおおさか 親ゼミ「こどもの自立」
※「★」は自主イベントです。

【行政との会議】
7月10日（月）  西宮市不登校児童生徒支援に関する交流会
9月7日  （木）  第1回兵庫県教育機関・フリースクール等意見交換会
1月25日（木）  第2回兵庫県教育機関・フリースクール等意見交換会
10月10日（火）西宮市教育委員会を西宮市議さんと訪問

 

前年度までの３年間にわたって受けていた兵庫県からの委託事業であ
るオンライン広場は、何のアナウンスもなく事業が無くなりました。結
果、行政からの委託事業は一旦全てなくなりました。
● 新たな委託事業として：西宮市の「生活困窮者向けの学習支援」の委
託事業を取りに行こうと動いた1年でもありました。「草の根で活動して
いる西宮市土着の組織での受託が地域の益に繋がる」と考えと、new-
look的には「２拠点存続のために」との考えのためでもありました。市
内3つのＮＰＯ法人さんと4団体で共同事業体を組んで、ちょうど今年度
に3年分の公募がありましたのでそこに向けて5月から準備していました。
● 成果：結果、11月末に今年の募集要綱が発表され、これまでになかっ
た入札条件（入札参加資格名簿に予め載っていること）が加わり、入札
も出来ず0回戦敗退となりました。
●結果を受けて：来年度も職員1人体制となること、西宮の場所がついに
賃貸期限が限界を迎えたこと、より社会的資源の少ない地での活動に注
力すること、などの理由から直営は奈良1校とすることにしました。

【メディア露出】
  2023年

9月末～10月 共同通信の記事。以下、確認できた範囲のものです。
10月2日 毎日新聞
9月28日 河北新報、神戸新聞、北国夕刊
9月29日 山梨日日新聞、神奈川新聞、産経新聞、伊勢新聞

「大韓航空機撃墜事件の遺族としてのnew-lookの活動について」

＜今年度の動き＞
今年度末からの隣の工事（2024年9月までの予定）が始まったのと、

物件的な事情も重なったことで、来年度で西宮からの転出を決めました。
そのあたりを在塾生や問い合わせの方々に丁寧に説明を進めています。
家賃などの経費を考えた場合、今年度での終了も選択肢にはありました
が、せっかくつながった塾生たちへもできるだけに責任ある行動を示す
ためにも、2024年度も2拠点での活動継続することにいたしました。一
方で今年度もできるだけたくさんの塾生に余裕をもって次のステップへ
と進ん でもらえるような関わりを意識して進めました。

職員1名でできることを、ということで最優先はリアルのTOB塾の
現場をより良くしていくことを目指して活動しました。塾の充実とし
て、顔を合わせた月１回のスタッフ研修、塾生との関係性構築のため
の月1～2回のイベントなどを行いました。それなりに充実して盛り上
がっていたとはいえ、会える回数は限られていることと、さらには西
宮はあと１年と最後が見えている状況の中で、大学生が自立して運営
していけるまでの流れまでは見えないままでした。
一方オンラインでの活動にはなかなか時間を割くことができず、大

幅に数値が低下してしまう結果となりました。

その他の事業

TOB塾 new-lookちゃんねる

TOB塾PACサポート 西宮市委託事業受託のための共同事業体構想
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